
2003年出土の木簡
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福
島
・荒
井
猫
田
遺
跡

所
在
地
　
　
　
福
島
県
郡
山
市
川
向
、
安
積
町
日
出
山

調
査
期
間
　
　
一　
第

一
五
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
五
月
―
二

〇
〇
二
年
三
月

一
一　
第

一
六
次
調
査
　
一
一〇
〇
二
年
四
月
―
九
月

〓
一　
第

一
七
次
調
査
　
一
一〇
〇
三
年
五
月
１
人
月

発
掘
機
関
　
　
郡
山
市
教
育
委
員
会

・
卸
郡
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査

事
業
団

調
査
担
当
者
　
一　
一局
橋
博
志
、
二

，
三
　
一局
田
　
勝

遺
跡
の
種
類
　
町
跡
及
び
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀

後
半
―

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

荒
井
猫
田
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
郡

山
駅
か
ら
南
南
西
約
三

・
二
血

Ｄ
　
の
地
点
に
あ
り
、
市
内
中
央
を

郡

南
北
に
貫
流
す
る
阿
武
限
川
の

左
岸
段
丘
面
に
占
地
し
て
い
る
。

発
掘
調
査
は
郡
山
南
拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、　
一
九
九
六
年
度
よ

り
実
施
し
て
お
り
、
二
〇
〇
三
年
度
ま
で
に
七
万
♂
余
り
が
終
了
し
て
い
る
。

こ
の
遺
跡
は
、
南
北
道
路
の
両
側
に
展
開
す
る
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に

か
け
て
の
町
跡
と

「館
Ａ
」
「館
Ｂ
」
と
仮
称
す
る
三
カ
所
の
平
城
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
、
町
跡
及
び
そ
の
南
端
東
側
の
薬
研
堀
に
囲
ま
れ
た

「館
Ａ
」
と
主

郭

・
副
郭
が
障
子
堀
に
囲
ま
れ
た

「館
Ｂ
」
と
の
間
に
は
、
南
西
か
ら
北
東
方

向
に
流
れ
る
埋
没
河
川
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

出
土
遺
物
に
は
土
器
や
陶
磁
器
の
ほ
か
、
木
製
品
、
石
製
品
、
金
属
製
品
、

骨
角
製
品
、
植
物
種
子
な
ど
が
あ
る
が
、
埋
没
河
川
南
側
の
町
跡
及
び

「館

Ａ
」
で
は
、　
〓

一世
紀
後
半
の
輸
入
磁
器
や
国
産
陶
器
が

一
定
量
確
認
さ
れ
る

と
と
も
に
、　
三
二
世
紀
か
ら

一
四
世
紀
ま
で
の
輸
入
磁
器
や
国
産
陶
器
が
比
較

的
ま
と
ま
っ
て
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
側
の

「館
Ｂ
」
で
は
、　
三
二
世

紀
の
輸
入
磁
器
が
少
量
見
ら
れ
る
も
の
の
、
町
跡
が
縮
小
し
始
め
る

一
四
世
紀

後
半
以
降
、　
三
ハ
世
紀
ま
で
の
国
産
陶
器
や
土
師
質
土
器
が
多
く
見
つ
か
っ
て

お
り
、
わ
ず
か
だ
が

一
七
世
紀
の
陶
器
や
土
師
質
土
器
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
埋
没
河
川
で
は
、　
三
二
世
紀
か
ら

一
五
世
紀
ま
で
の
陶
磁
器
や
土
師
質

土
器
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
と
も
に
四
人
点
の
木
簡
も
出
土
し
て
い

る

（第
〓
二
次
調
査
）。
な
お
、
第

一
四
次
調
査
ま
で
の
概
要
や
出
土
木
簡
に
つ

い
て
は
、
本
誌
三
二

・
二
三
号
に
掲
載
し
て
お
り
、
併
せ
て
参
照
願
い
た
い
。

一　
第

一
五
次
調
査

「館
Ｂ
」
の
主
郭
を
囲
む
障
子
堀

（
一
七
号
堀
跡
・
内
堀
）
の
う
ち
、
南
面
を



囲
む
部
分
と
そ
の
南
側
の
外
郭
地
区

命
王
郭
と
副
郭
を
囲
む
堀
の
外
側
の
地
区
）

の
二
地
点
を
主
に
調
査
し
た
。
こ
の
う
ち
外
郭
地
区
で
は
、
第
八
次

・
第

一
四

次
調
査
で
見
つ
か
っ
て
い
た
区
画
堀

。
溝
の
続
き
や
新
た
な
区
画
堀

・
溝
、
多

数
の
柱
穴

・
土
坑

。
井
戸
な
ど
を
検
出
し
、
館
跡
に
関
連
す
る
遺
構
が
南
側
に

さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

木
簡
は
、
障
子
堀
よ
り

一
点
、
外
郭
地
区
を
南
北
に
延
び
る
区
画
堀

（
一
九

号
堀
跡
）
よ
り
三
点
出
土
し
た
。
他
に
木
筒
状
木
製
品
が
二
点
あ
る
。
木
簡
の

年
代
は
、
土
師
質
土
器
な
ど
の
共
伴
遺
物
が
少
な
い
た
め
明
確
に
で
き
な
い
が
、

多
く
が

一
五
世
紀
に
入
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

一
一　
第

一
六
次
調
査

「館
Ｂ
」
の
主
郭
南
西
部
と
そ
の
西
を
区
切
る
障
子
堀
や
、
主
郭
東
面
か
ら

北
面
を
囲
む
副
郭
の
北
部
、
及
び
そ
の
北
側
の
外
郭
地
区
を
調
査
し
た
。
こ
の

う
ち
主
郭
南
西
部
で
は
、
第

一
四
次
調
査

（主
郭
の
約
六
〇
％
を
調
査
）
と
同
様

に
多
数
の
柱
穴
と
井
戸

。
土
坑
な
ど
を
検
出
し
た
。
ま
た
、
北
側
の
外
郭
地
区

で
は
、
攪
乱
の
影
響
か
ら
か
館
跡
に
関
連
す
る
遺
構
は
希
薄
な
状
態
で
あ
っ
た
。

木
簡
は
、
障
子
堀
よ
り
四
点
出
土
し
た
。
木
簡
の
時
期
は
、
障
子
堀
の
年
代

観
か
ら

一
五
世
紀
以
降
と
思
わ
れ
る
。
他
に
木
簡
状
木
製
品

一
点
が
あ
る
。

〓
一　
第

一
七
次
調
査

「館
Ｂ
」
の
外
郭
地
区
の
う
ち
、
第

一
五
次
調
査
区
の
南
側
に
隣
接
す
る
二

地
点
の
調
査
を
行
な
っ
た
。
ど
ち
ら
の
地
点
で
も
第

一
五
次
調
査
区
と
同
様
の

遺
構
群
を
検
出
し
た
が
、
こ
の
う
ち
第
人
次
調
査
区
に
西
隣
す
る
地
点
で
は
、

第
八
次

。
第

一
三
次
調
査
で
見
つ
か
っ
て
い
た
埋
没
河
川
の
続
き
を
調
査
し
、

館
跡
に
関
連
す
る
遺
構
群
の
南
限
に
あ
た
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

出
土
遺
物
は
全
体
的
に
少
な
か
っ
た
が
、
埋
没
河
川
か
ら
二

一
点
の
木
簡
と

木
簡
状
木
製
品
三
四
点
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の
年
代
は
、
他
の
埋
没
河
川
出

土
遺
物
に
時
間
幅
が
あ
る
た
め
明
確
に
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
概

ね

一
五
世
紀
と
考
え
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
第

一
五
次
調
査

一
七
号
堀

ω

　

「（０

だ

日
如

×
　

　

　

　

　

　

　

（Ｐこ

登

巽

Ｐ

Ｒ
牌

第

三

一
一
号

一
九
号
堀

②

　

「
常

大

日

如

来

　

　

　

　

　

　

　

（
こ

登

契

Ｐ

８

Ｐ

第

ご

一〇
号

０

　

「
□

□

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｐ
じ

登

凝

∞

８

Ｐ

第

ご

一一
言

い

　

　

「
口
日

日

日
Ｈ

国

　

　

　

　

　

　

　

（］
卜
ｏ
Ｘ

罵
登

ｏ
む

第

二
三

号

ω
ｌ
Ｏ
は
上
端
部
が
圭
頭
状
で
、
下
端
部
は
久
損
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ

ゆ
る
笹
塔
婆
で
、
ω
②
は
１

（バ
ン
）
と
大
日
如
来
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
。

い
は
幅
の
狭
い
長
方
形
で
、
墨
痕
は
判
読
で
き
な
い
。



一
一　
第

一
六
次
調
査

ω

　

「
□

口

□

大

日

如

来

　

　

　

　

　

（一
Φ
ｏ
Ｘ

Ｐ
叉

０

８
ド

第

≡

一一ハ
号

②

　

「
□

□

□

□

□

　

　

　

　

　

　

　

（中占
Ｘ

岸貿

μ

寓
ド

第

〓

一七
号

①

　

「
十

方

仏

土

中

　

　

　

　

　

　

　

（ＰＯ
ｅ
苫

卜
益

Ｏ
Ｐ

第

〓

仄
号

⑭

　

「
□

回

□

□

　

　

　

　

　

　

　

（こ

入

ｏ
Ｗ

岳

８
Ｐ

第

〓

一九
号

一ω
は
上
端
部
を
主
頭
状
と
し
、
下
端
部
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
②
ｌ
ω
も
上
端

部
は
圭
頭
状
だ
が
、
下
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
笹
碁
婆
だ
が
、
①

の

「大
旧
如
来
」
と
０
の

「十
方
仏
土
中
■
が
＝
読
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

第

一
七
次
調
査

コ
日
日
日
旧
日
日
理
符
　
　
　
　
　
　
　
台
筐
）×
お
メ
中
Ｐ
⇔
第
一
四
一号

「
南

無

×

　

　

　

　

　

　

　

　

（
・Ｆ
ｄ

と

撰

一

０
壱

第

面

一
孝

・

同

□

・
ヨ
日

日
日

日
日

回

　

　

　

　

　

　

　

　

含
⇔
ω
）
×
湯

×
一ω

〓

ド

第

一
四

二
号

「日
日
Ｈ
口
日
日
Ｈ
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
ｅ
×
示
×
ф　
ｏいＰ　
第
一四
四
号

一
０

だ

耐
如

来

　

　

　

　

　

　

　

（富
鬱
×
μ契

卜

８
Ｐ

第

一
四
五
号
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一０
だ
日
如
来

め
ォ
日
如
来

ェ¢
だ
日
如
来

「□
日
如
来

□
日
如
来

「□
日
如
□

「如
来

「□
日
如
×

「（０
酢
Ｈ
‐Ｉ
Ｈ
回

日

赳

日

回

」

「（づ
だ
□

・
□
来

。

日

回

（博
ｅ
ｘ
ｇ
ｘ
雨
　
Ｏ
ω
Ｐ　
第

一
四
六
号

（Ｓ
∪
×
岸∞
ｘ
Ｐ　
ｏ
⇔
Ｐ　
第

一
四
七
号

（Ｓ
ｅ
×
篤
×
］

一
ω
ド　
第

一
四
人
号

（富
じ
×
Ｆ
×
中　
自
岸　
第

一
四
九
号

（馬
じ
×
８
�
い　
Ｏ
①
ド　
第

一
五
〇
号

台
苫
）
ｘ
ヽ
×
Ｐ　
Ｓ
Ｐ

第

一
五
一
号

合
娯
）
ｘ
く
ｘ
］

８
μ　
第

一
五
二
号

含
冨
）
×
く
ｘ
中

８
Ｐ　
第

一
五
三
号

（曽
ｅ
ｘ
５
×
牌　
ｏ
⇔
Ｐ　
第

一
五
四
号

］
∞伽
×
誤
ｘ
卜
　
ｏ
∞
ド　
第

一
五
五
号

ω
５
×
示
ｘ
Ｐ
い

８
Ｐ　
第

一
五
六
号

命
ｅ
×
喝
ｘ
Ｐ　
Ｏ
ω
ド　
第

一
五
七
号

０
９
×
８
×
い　
０い
い　
第
一
五
人
号



一

・く‐サ

一

一

〕刊

一

韓
・ぐ３，

一

一

一刊

一剰

一

一勒

一

一

刊

　

　

一

判

一

一

三く．

一
一

一刊

一

三 (3)

飩
刊

¨
判

（日日田円田廿日円‐，‐‐四田開聞日日日日日日田日日ＨｌｒｌｌｈＨＨｕ
　
一
珀

中
刊

一瑚

中
判

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ
ブ一
却

一

等莉一　莉

132

(S=1:3)



2003年出土の木簡

⑩

　

日

― ―

日

］
　

　

　

　

　

　

　

　

　

（ａ
Ｘ

誤

×
誤

ｏ
２

第

一
五
九
号

鉤

　

日
Ｈ

日

Ｈ
日

□

　

　

　

　

　

　

　

　

（『
⇔
Ｉ

Ｐ
授

］

寓

解

第

一
エハ
○
号

ω

　

　

口
日

― ―

日
日

国

　

　

　

　

　

　

　

　

（
Ｐ
ｏ
∞
×

５

溢

ｏ
常

第

二
全

号

①
ｌ
①
０
０
∞
④
は
、
完
存
も
し
く
は
下
端
部
が
若
千
欠
損
す
る
資
料
で
、

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
上
端
部
を
圭
頭
状
と
し
、
下
端
部
を
尖
ら
せ
て
い
る
。
ま

た
、
上
端
部
の
み
が
遺
存
す
る
資
料
は
す
べ
て
圭
頭
状
で
、
側
面
に
切
り
込
み

な
ど
が
あ
る
も
の
は
な
い
。
墨
痕
が
判
読
で
き
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
が
大
日
如

来
を
表
し
て
お
り
、
金
剛
界
大
日
如
来
を
示
す
梵
字
鷺

（バ
ン
）
の
下
に
漢
字

で
大
日
如
来
と
記
す
も
の
が
特
に
多
く
認
め
ら
れ
る
。
形
状

・
墨
痕
の
内
容
か

ら
、
こ
れ
ら
の
大
半
は
い
わ
ゆ
る
笹
塔
婆
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
荒
井
猫
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
及
び
木
簡
状
木
製
品
は
、
今
回

の
資
料
を
含
め
る
と
計

一
九
五
点
と
な
る
。
こ
の
う
ち
木
簡
は
九
二
点
で
、
判

読
で
き
た
も
の
は
そ
の
内
容
か
ら
い
わ
ゆ
る
笹
塔
婆
と
呪
符
木
簡
と
に
大
別
さ

れ
、
数
量
的
に
は
前
者
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

郡
山
市
教
育
委
員
会

・
⑪
郡
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業
団

『郡
山
南

拠
点
土
地
区
画
整
理
事
業
関
連
　
荒
井
猫
田
遺
跡

（Ⅱ
区
）
―
第

一
五
次
発
掘

調
査
報
告
―
』
（一
５
Ｑ
一軍
）

（高
田
　
勝
）

福
予

河
股

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
島
県
伊
達
郡
川
俣
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
五
月
―

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
川
俣
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
井
上
浩
光

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

河
股
城
跡
は
、
福
島
県
中
通
り
北
部
の
伊
達
郡
に
あ
り
、
県
の
東
部
を
南
北

に
走
る
阿
武
限
高
地
の
西
側
麓
に
位
置
す
る
。
川
俣
盆
地
に
は
南
の
三
春
街
道
、

北
の
梁
川
街
道
、
東
行
す
る
相

馬
中
村
街
道
、
西
行
す
る
二
本

松
街
道
な
ど
が
放
射
状
に
集
中

し
、
中
世
に
は
興
福
寺
領
荘
園

が
置
か
れ
、
小
手
郷
と
し
て
繁

栄
し
た
。

戦
国
時
代
末
頃
は
伊
達
政
宗

領
の
最
南
端
に
位
置
し
、
東
は
　

３

相
馬
義
胤
領
、
南
西
は
大
内
定

(ナ II イ身き)




